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論 文 内 容 の 要 旨




まず梢端から根元にいたるすべての直径が, 現実樹幹の直径のP 倍になる拡大樹幹を想定したが, 拡大
樹幹の底面内に含まれる点に立てた垂線のうち, 拡大樹幹内に含まれる部分の長さはB itterlich のいう一









は G rosenbaugh の方法が適切であり, また定面積プロットを想定する立場をとるときはプロット内林木
の完全な偶然的配置を前提として丁致高和の不均質誤差に関する近似式を導 くことができた｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨






き上げ, しかもこれを実地に適用して成功をおさめた研究は今までに存在しなかったといって差支 え な
い｡ ある程度の精度が確保せられるならば, 断面積よりも材横の査定が短時間に行なわれることが望まし
く, W ZP 法によってそれを案出した本研究の功績は高 く評価されるべきであろう｡ よって本論文は農学
博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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